
春日龍神（ かすがりゅうじん ）
　明恵上人が春日大社を訪れると、萩箒を手にした宮守の老人に声を掛けられる。天竺（インド）へ渡る前に暇乞いのた
め参詣に訪れたと言う明恵上人に、老人は春日大社こそ日本の霊鷲山ともいうべき聖地であり、また明恵上人こそ神に仕
える鹿たちも膝を折って迎えるほどの明神が頼みとする人であると言う。そして入唐渡天を思いとどまるよう告げ、実は
自分は春日大社の祭神が鹿島神宮より迎えた際に同行した「時風」「秀行」であると名乗り、三笠の山に仏の誕生から入
滅までの生涯を映し出そうと告げて姿を消す。
　やがて上人の前に龍神が眷属を引き連れてその威勢を現し、約束通りに釈迦の生涯を見せ上人に国に留まるよう迫る。
感銘をうけた上人は入唐渡天を思いとどまることを宣言すると、龍神は猿沢の池へと去っていくのであった。

　前半の春のうららかな春日大社で行われる老人と明恵上人の言葉のやり取り。後半の龍神によるスケールの大きな舞は
奈良特有の神話の世界を思わせます。明恵上人は実際にインドに渡ろうとするも断念し、その後日本の仏教に強い影響を
与えた人物です。
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百万（ ひゃくまん ）
　ある春、都方に住む僧とその弟子である少年が、連れ立って嵯峨清凉寺の大念仏へ赴く。門前の者より面白い女物狂がい
ると聞いて待つと、笹を手にした狂女が現われ、門前の者の下手な音頭をたしなめて自身が音頭を取り、続けて面白く狂う
態（車ノ段、笹ノ段）を見せる。
　狂った後、女物狂が「我が子に会わせて欲しい」と仏に祈念する姿を見て、弟子の少年は彼女が自身の故郷の母である
ことに気が付く。僧に頼み女の身の上を尋ねさせると、女は、自分は奈良の都の者であるが、夫とは死に別れ、子とは生き
別れたが故にこのように狂気となったのだと言う。そして、別れた子に巡り会わんがために遠近人に面をさらしているのだと、
舞を舞い寺の謂れなどを説いてみせながら、集まった群衆の中に我が子の姿を探し求める。
　女が子を求める様子をあまりに哀れと感じた僧が少年を引き合わせると、これこそ法の功徳であると打ち喜び、親子連れ
立って帰ってゆくのであった。
　親子再会などの物語は創作かと思われますが、「南都ニ百万ト云女曲舞」とあり、百万という女性芸能者は実在したようです。
観阿弥はその流れを引く人物に師事して曲舞（くせまい）を習得したと、世阿弥の著『五音』に記されています。

Sat.,Apr.13 2024 / 12:30～16:10 / ￥5,000 （￥2,000 for 25 years old or younger）

（布由樹）

＜主催＞
 

● お申し込みは出演能楽師、または金春円満井会までどうぞ。
● 上演中の無断撮影、録音、録画は固くお断り申し上げます。
● 出演者、曲目は都合により変更される場合があります。
　 あらかじめご了承ください。

ホームページアドレス
https://www.komparu-enmaikai.com/

公益社団法人

〒167--0042

FAX03-6913-6714 03-6913-6775電話

金春円満井会
東京都杉並区西荻北 2--27--7 アルファ西荻窪 2 F
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矢来口

地下鉄東西線神楽坂駅下車 矢来口より徒歩2分
都営大江戸線牛込神楽坂駅A1出口より徒歩5分

駐車場がございません。
近隣のコイン駐車場をご利用ください。
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牛込北町 都営大江戸線

（岩松）

「定例能入場券」「カレンダー」「金春月報」など
ご希望の方はインターネットからもご購入頂くことが出来ます。

※左記アドレスまたは QR からどうぞ。https://ws.formzu.net/fgen/S38826101/

＜TYoshikawa/STakahashi＞

全自由席
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